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主催｜Kunitachi Art Center（museum shop T / GalleryYukihira / STUDIO322）　お問い合せ｜kunitachiartcenter@gmail.com　flyer design｜masataka maruyama(TO inc.)
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ここでの生活と、ここでの制作と。

www.kunitachiartcenter.com



赤羽佑樹
「open studio」

STUDIO322　立川市羽衣町2-3-22 1F　 　12:00 ‒ 19:00（月・火・水曜 定休）　https://st-322.com
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藤田はるか
「いくつもの音のない川」
WATERMARK arts and crafts
国立市東2-25-24 工藝火水土2F
 13:00 ‒ 19:00（Close 3/22・3/23・3/31・4/1・4/2） 
☎ 042-573-6625

［A］ コタニサツキ／［B］ WAN
［A］「Parlor Kotani」／［B］「BLUE THUNDER」
YAHHO～HOUSE 
国立市谷保5136-3
 ［A］ 3/20・23・27・29（11:00 ‒ 17:00）
 ［B］ 4/3・4・5（11:00 ‒ 19:00）
https://yahhohouse.tumblr.com/

渡辺早代
「Mother and Child」
富士見台トンネル
国立市富士見台１-7  むっさ21内
 11:00 ‒ 16:00（水・木曜 定休）
 富士見台トンネル

イトウマリ
「イトウマリ展」
ZEIT-FOTO kunitachi
国立市中2-22-33
 金・土曜 11:00 ‒ 17:00
 （火・水・木曜 要予約、日・月曜定休）
☎ 042-505-8838

宮本智之
「concrete work」

スタジオ T.M　立川市羽衣町2-51-14 B1　　 12:00 ‒ 19:00（金・土・日のみオープン）

大内雄馬 佐久間茜

本田仁平 赤羽佑樹
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この街で日々生活をしながら制作をする作家や、彼らが制作する作品との出会い
を生み出すため、国立市内および近辺に点在するアトリエ・ギャラリー・店舗を
会場に展示と街を横断するイベントです。鑑賞者との対話は、作品を通してのみ
になることが通常ですが、生活や制作の場であるこの街を会場として開放する
ことで、絵画・立体・写真・映像・インスタレーションなど様々なジャンルの作品の
背景にある風景や、作家の目線を共有していきます。
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古道具 LET'EM IN（古道具）
room 103（ギャラリー）

mokuji
（カフェ・雑貨）

国立コーヒーロースター
（コーヒー豆の販売）

柿屋ベーグル
（ベーグル）

さくら
病院

BORTON
（カフェ・焼き菓子）

2F_カゴアミドリ
（世界のかご）
1F_food mood

（カフェ・焼き菓子）

シュポール
（ギリシャ料理）

台形（カフェ）

甘味ゆい

黄色い鳥器店（器）

香来
（中華）

Found & Made
（クラフトショップ）

plan（植物と古道具）
circus（カフェ）

ニチニチ（居酒屋）

OYATSUYA SUN
（焼き菓子）

ラーメン

スーパー
マーケット

ガソリン
スタンド

中央郵政
研修
センター

一橋大学

桐朋学園

国立高校

NHK学園

一橋大学

保健所

スターバックス
コーヒー

GARAGE
（器と古道具）

フジカワエハガキ
（絵はがき）

ユニコーン
ベーカリー
（焼き菓子）

ロージナ茶房
（喫茶店）

手打ち蕎麦
かな井（そば）

ドラッグストア

青果店

公民館

交番

郵便局

やぼろじ

musubi
（クラフト・雑貨）

丸信（ラーメン）

手打ちそば
きょうや（そば）

will cafe

谷保
天満宮

谷保
第三公園

南口

北口

国立音楽大学附属
中学校・高校

国立市役所

鉄道総合技術研究所
ダバクニタチ
（カレー）

Mana Ricco
（ピザ）

くにたち
芸小ホール

至 西国分寺

新宿より約30km、時間にして約40分。
ここ国立市を含めた多摩地域は都心からのアクセスも良好で、
住環境も整っていることから多くの作家が暮らしています。
一方で、作品の発表や仕事の場所としての動きはあまり見ることができません。

都心に近い郊外として開発されてきた街では、
自らが住む地域で発表をして制作をする場で作品を見てもらう必然性は低く、
作家の多くは人が集まる中心部で作品の発表をおこなっていました。

しかし現在、地域をめぐる状況は目まぐるしく変化しています。
それぞれの地で根を張って活動し文化を育んでいくような、
いままでの形だけではない新しい関係性を、作家自らも探っている雰囲気を感じます。

わたしたちはこの街で、制作と生活、発表と仕事を切り分けることなく、
活動のかたちを探りながら、文化を育んでいくことを目指します。

展示参加作家・アトリエ・店舗
3月20日 ［金］ － 4月5日［日］ 
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福嶋幸平
「theophany」
こいずみ道具店｜倉庫
国立市富士見台2-2-34 1F
 常時（ショーウィンドウ）

島田優里
「まどをあける」
Maru Cafe Kitchen
国立市富士見台2-2-3
 11:00 ‒ 19:00（L.O.）(日～火・木曜） 
 11:00 ‒ 21:00（L.O.）(金・土曜）※水曜定休 
 instagram @maru.cafe.kitchen

ふくながじゅんぺい
「ふくながじゅんぺいの絵本原画展」
国立本店
国立市中1-7-62
 13:00 ‒ 18:00（月・木曜 定休） 
☎ 042-575-9428

伏木傭平
「言葉はわからなくても、この歌は私の胸を膨らませる」
YUKAKU
国立市中1-9-37 KKビル 4F
 12:30 ‒ 21:00（水曜 定休） 
☎ 090-9383-8971

中野由紀子
「いつもの場所」
museum shop T
国立市東1-15-18 白野ビル3F
 12:00 ‒ 19:00（月・火曜 定休）
☎ 042-505-9587

金田涼子
「あめつち」
GalleryYukihira
国立市東1-20-8
 12:00 ‒ 19:00（月・火曜 定休） 
http://www.yukihira.net/

いしかわみちこ

髙柳恵里

絵画 写真 映像 立体

アトリエ ギャラリー カフェ・店舗 その他
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レンタサイクル

推奨ルート❶（自転車）
JR中央線国立駅から自転車で、1～12の順に巡る。

推奨ルート❷（徒歩+電車）
JR南武線西国立駅より徒歩で12・11を周り、西国立駅より谷保駅まで南武線で移動。
谷保駅から国立駅までは展示を見ながら徒歩で巡る。
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［A］ ［B］

ご予約はメールにて承ります。件名に「ギャラリートーク
参加希望」、本文にお名前・電話番号・人数をご記入の
上、kunitachiartcenter@gmail.comまでお送りください。

【トークイベント】 スペースをひらくこと

赤羽 佑樹（STUDIO322）
福嶋 幸平（GalleryYukihira）
丸山 晶崇（museum shop T）
加藤 健介（国立本店）
4月5日［金］  15:00–17:00
無料
30名（予約優先）
GalleryYukihira

ゲスト

日 時
参加費
定 員
会 場

：

：
：
：
：

Photo: Tamotsu Kido


